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吹吹きき飛飛ばばせせ !!

夜空に届け この願い夜空に届け この願い

２月 10日に紙風船館前広場で行われた上桧木内の紙風船上２月 10日に紙風船館前広場で行われた上桧木内の紙風船上
げ。観光行事としては中止になりましたが、伝統をつなごげ。観光行事としては中止になりましたが、伝統をつなご
うと地元の集落で紙風船が打ち上げられました。うと地元の集落で紙風船が打ち上げられました。（関連記事（関連記事
18ページ）18ページ）

寅



第22号▶3月9日現在

問 仙北市新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎ 43-3305

お 知 せら仙北市新型コロナウイルス仙北市新型コロナウイルス
ワクチン接種推進本部からワクチン接種推進本部から

▶ 田沢湖･･･ 田沢湖健康増進センター（市立田沢湖病院となり）

▶ 角 館･･･ 角館交流センター
▶ 西 木･･･ 西木コミュニティセンター

（西木温泉ふれあいプラザ クリオンとなり）

　電話予約と LINE 予約を二重にした場合は、LINE 予約が優先されますので、あらかじめご了承ください。

予約の方法について　電話予約か LIINE による予約の二通りです !

　仙北市新型コロナウイルスワクチン接種
コールセンターへお電話ください。

☎0570-038899
（土・日曜日、祝日を除く 9:00 ～ 17:00）

　右記の二次元コードか
LINE ID よ り 仙 北 市 公 式
LINE アカウントを友達登
録。LINE 内のワクチン接
種予約を選択し、案内のと
おり必要事項を入力。

LINE ID ▶▶
＠ city.semboku

電
話

Ｌ
ＩＩ
Ｎ
Ｅ

接種日程表
第 2 クール・第 3 クール 会

場

期日 時間 会場 予約人数
4 月 9 日土

（モデルナ） 14:00/15:00/16:00 角館 216 人

4 月 10 日日
（モデルナ）

10:00/11:00/11:30 角館 162 人
13:30/14:30/15:30/16:00 252 人

4 月 11 日🈷
（ファイザー） 14:00/15:00 角館 138 人

4 月 12 日火
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 138 人
16:00 田沢湖 42 人

4 月 13 日水
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 138 人
14:00/15:00/16:00 西木 138 人

4 月 14 日木
（ファイザー）

14:00/15:00 角館 138 人
16:00 田沢湖 42 人

4 月 17 日日
（ファイザー）

10:00/11:00/11:30 田沢湖 150 人
13:30/14:30/15:30/16:00 210 人

4 月 18 日🈷
（ファイザー） 14:00/15:00 角館 198 人

4 月 19 日火
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

4 月 20 日水
（ファイザー）

14:00/15:00 角館 198 人
14:00/15:00/16:00 西木 198 人

期日 時間 会場 予約人数
4 月 21 日木

（ファイザー）
14:00/15:00 角館 198 人

16:00 田沢湖 60 人
4 月 23 日土

（ファイザー） 14:00/15:00/16:00 角館 300 人

4 月 24 日日
（ファイザー）

10:00/11:00/11:30 角館 246 人
13:30/14:30/15:30/16:00 348 人

4 月 25 日🈷
（ファイザー） 14:00/15:00 角館 198 人

4 月 26 日火
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

4 月 27 日水
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 198 人
14:00/15:00/16:00 西木 198 人

4 月 28 日木
（ファイザー）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

4 月 29 日金･祝
（ファイザー）

10:00/11:00/11:30 角館 234 人
13:30/14:30/15:30/16:00 342 人

4 月 30 日土
（ファイザー） 14:00/15:00/16:00 角館 306 人

第２クール

第3 クール
期日 時間 会場 予約人数

5 月 1 日日
（モデルナ）

10:00/11:00/11:30 田沢湖 144 人
13:30/14:30/15:30/16:00 216 人

5 月 2 日🈷
（モデルナ） 14:00/15:00 角館 198 人

5 月 3 日火･祝
（モデルナ）

10:00/11:00/11:30 角館 234 人
13:30/14:30/15:30/16:00 342 人

5 月 4 日水･祝
（モデルナ）

10:00/11:00/11:30 角館 234 人
13:30/14:30/15:30/16:00 342 人

5 月 5 日木･祝
（モデルナ）

10:00/11:00/11:30 角館 234 人
13:30/14:30/15:30/16:00 342 人

5 月 8 日日
（モデルナ）

10:00/11:00/11:30 角館 234 人
13:30/14:30/15:30/16:00 342 人

5 月 9 日🈷
（ファイザー） 14:00/15:00 角館 198 人

5 月 10 日火
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

5 月 11 日水
（ファイザー） 14:00/15:00/16:00 西木 198 人

5 月 12 日木
（ファイザー）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

5 月 14 日土
（ファイザー） 14:00/15:00/16:00 角館 306 人

5 月 15 日日
（ファイザー）

10:00/11:00/11:30 田沢湖 144 人
13:30/14:30/15:30/16:00 216 人

5 月 16 日🈷
（ファイザー） 14:00/15:00 角館 198 人

5 月 17 日火
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

期日 時間 会場 予約人数
5 月 18 日水

（ファイザー） 14:00/15:00/16:00 西木 198 人

5 月 19 日木
（ファイザー）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

5 月 22 日日
（ファイザー）

10:00/11:00/11:30 角館 234 人
13:30/14:30/15:30/16:00 342 人

5 月 23 日🈷
（ファイザー） 14:00/15:00 角館 198 人

5 月 24 日火
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

5 月 25 日水
（ファイザー） 14:00/15:00/16:00 西木 198 人

5 月 26 日木
（ファイザー）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

5 月 28 日土
（ファイザー） 14:00/15:00/16:00 角館 300 人

5 月 29 日日
（ファイザー）

10:00/11:00/11:30 角館 234 人
13:30/14:30/15:30/16:00 342 人

5 月 30 日🈷
（ファイザー） 14:00/15:00 角館 198 人

5 月 31 日火
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

6 月 1 日水
（ファイザー） 14:00/15:00/16:00 西木 198 人

6 月 2 日木
（ファイザー）

14:00/15:00 角館 198 人
16:00 田沢湖 60 人

3 回目の接種が始まっています
接種日程を前倒しで進めます！

　新型コロナウイルスワクチンの 3回目の接種が
始まっています。当初、7月中の終了を目指してい
ましたが、感染が広がっていることやワクチンの
供給の見通しが立ったことなどから、できるだけ
早期に接種ができるように日程を見直し、6月10
日前後には終える予定で日程調整をしました。
　広報3月1日号に掲載した第2 クール・第3 クー
ルですが、日程の追加などの変更がありますので、
新しい接種日程は 2 ページのとおりです。
　あわせて接種券の送付についても前倒しでお届
けできるようにします。

大仙市さんに感謝申し上げます
3 月は定員に達しました

　大仙市さんのご厚意により、大仙市の中仙農村
環境改善センターの接種会場で、3月13日㈰、20
日㈰、27日㈰に仙北市民向けの接種枠を確保して
いただきました。心より感謝申し上げます。
　なお、3月分については、いずれの日も予約がす
でに埋まっていますが、4月以降についても大仙市
さんにお願いし、仙北市民枠が可能と
なる日があれば、別途新聞折込や仙北
市ホームページでお知らせします。

5 歳から 11 歳向けの接種について
4 月中旬からの予定です

▶ 5歳から 11歳向けのワクチン接種がすでに県内で
もスタートしています。仙北市では、対象となる
子どもさんが 1,000人程度と見込んでおり、4月
中旬を目途に実施することで準備を進めています。

▶ 5歳～ 11歳向けの接種は、3週間の間隔をあけ
てファイザー社の小児用ワクチンを 2回打つこと
になっています。

▶ 接種には保護者の同意が必要となっています。国
では、子どもへのワクチン接種効果のデータが十
分でないことなどから、接種への協力を求める予
防接種法の「努力義務」の適用を見送っており、あ
くまでも保護者の判断によるものとしています。

▶ 対象となる子どもさんのいるご家庭では、感染す
る心配はもちろんのこと接種による副反応に不安
を感じる保護者も多いと思います。広報4月1日
号では、接種日程とともに、接種によるリスクや
効果などの情報をお知らせします。そうした情報
をご確認のうえ接種するかどうかを決めていただ
くことになります。

▶ 実際の接種の際には、小児科医が立ち会い、安全
を確認しながら接種を行うことになっており、医
師会や市立角館総合病院の小児科医の先生と接種
の進め方について協議をしているところです。
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
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車種 届出先

▼原動機付自転車
（125cc以下）

▼小型特殊自動車
　（農耕・その他）

▼ミニカー

税務課、角館・西木市民センター、各出張所

手続きに必要なもの
《名義変更の場合》譲渡証明書など
《廃車の場合》廃車する車両のナンバープレート
※�ナンバープレートを紛失・破損などの理由により返納でき
ない場合は、弁償金200円が必要です。

問合せ　税務課　☎43-1117

車種 届出先

▼四輪軽自動車

▼三輪軽自動車

大曲仙北地区自家用自動車協会（大仙市大曲若葉町1-20）
☎0187-62-2371
軽自動車検査協会秋田事務所（秋田市寺内字三千刈463-3）
☎�050-3816-1834

▼軽二輪
（125cc超250cc以下）

▼二輪の小型自動車
（250cc超）

▼雪上車

大曲仙北地区自家用自動車協会（大仙市大曲若葉町1-20）
☎0187-62-2371
東北運輸局秋田運輸支局登録部門（秋田市泉字登木74-3）
☎050-5540-2012

下記の車種については、次の機関にお問い合せください。
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。

　
残
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
約
50
本
は
、
３
月

末
ま
で
角
館
庁
舎
１
階
市
民
セ
ン
タ
ー
前

に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

カ
レ
ン
ダ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
礼

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）�

☎（
43
）１
１
１
２

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
関
心
の
高
ま
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

い
、
毎
年
度
、
継
続
し
て
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

保
健
課

●�

業
務
内
容
／
事
務
補
助（
住
民
健〈
検
〉

診
用
の
物
品
袋
詰
お
よ
び
ラ
ベ
ル
貼
り

作
業
な
ど
）

●
募
集
人
数
／
若
干
名

●
雇
用
期
間
／
４
月
13
日
㈬
～
26
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】保
健
課（
角
館
庁
舎
）�
☎（
43
）２
２
５
２

●�

勤
務
時
間
／
９
時
～
17
時（
休
憩
１
時
間
）

●�

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹

介
状
と
履
歴
書
を
３
月
31
日
㈭
17
時
ま

で
保
健
課（
角
館
庁
舎
）へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

●
選
考
方
法
／
面
接

※
面
接
日
時
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご協力ありがとうございました。

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症に関するに関する相談窓口相談窓口

不安なことや
生活支援に関すること
などで相談したいとき

のどの痛みや頭痛、
不調などで
医療機関を

受診したいとき

9:00 ～ 17:00
※土・日曜日、祝日を除く

仙北市新型コロナウイルス総合相談窓口
（仙北市保健課内）

☎43-2252

毎日24時間
あきた新型コロナ受診相談センター

（コールセンター）
☎018-866-7050

かかりつけ医がある方

かかりつけ医がない方

市立角館総合病院
☎54-2111

市立田沢湖病院
☎43-1131

かかりつけ医へ連絡

電話受付：8:30 ～ 17:15
診療対応時間：14:00 ～ 16:00
※土・日曜日、祝日を除く

電話受付：毎日24時間
診療対応時間：病院の指示に従ってください。

相談相談

受診受診

44Semboku��City��Public��RelationsSemboku��City��Public��Relations55 20222022--33--1616広報せんぼく広報せんぼく



市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

４
月
に
高
校
な
ど
へ
入
学
す
る

方
・
ひ
と
り
親
家
庭
で
３
月
に
高

校
な
ど
を
卒
業
す
る
方
へ

　
現
在
、
有
効
期
限
が
３
月
31
日

ま
で
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
で
も
、
新
た
に
別
の

区
分
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
仙
北
市
に
住
所
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
１
～
３
級
ま
た
は
療

育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
は
障
が

い
者
の
区
分
で
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
15
歳
以
上（
高
校
生
以
上
）18

歳
ま
で（
高
校
な
ど
卒
業
ま
で
）

の
方
に
つ
い
て
は
ひ
と
り
親
家
庭

の
区
分
で
、
引
き
続
き
福
祉
医
療

に
該
当
す
る
旨
の
通
知
を
対
象
者

に
郵
送
し
ま
す
。

　
通
知
が
届
い
た
方
は
、
お
近
く

の
市
役
所
各
庁
舎
・
各
出
張
所
で

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
請
い

た
だ
い
た
月
の
月
初
め
か
ら
新
た

な
区
分
で
福
祉
医
療
に
該
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
右

記
障
が
い
者
の
区
分
ま
た
は
ひ
と

り
親
家
庭
の
区
分
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方（
ひ
と
り
親
家
庭
の

区
分
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

福
祉
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課�

国
民
健
康
保
険
係（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
１
６

や
、
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
方

は
、
市
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

　
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合

は
届
出
が
必
要
で
す
。

▼��

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
が

変
わ
っ
た
と
き

▼��

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

▼��

ひ
と
り
親
家
庭
で
は
な
く
な
っ

た
と
き（
事
実
婚
含
む
）

▼��

転
出
、
死
亡
し
た
と
き

▼��

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

の
等
級
が
変
わ
っ
た
と
き

▼��

受
給
者
証
を
紛
失
、
汚
損
、
破

損
し
た
と
き

▼��

受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ

た
と
き

●�

持
ち
物
／
健
康
保
険
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳（
障
が
い
者

の
区
分
で
該
当
し
て

い
る
方
）、
受
給
者
証
、

認
印

●�

申
請
先
／
お
近
く
の
市
役
所
各

庁
舎
・
各
出
張
所
の
国
民
健
康

保
険
担
当
窓
口

水
道
の
使
用
に
つ
い
て

　
冬
期
間
は
凍
結
防
止
の
た
め
、
水
道
を
止
め

て
い
ま
す
。
３
月
の
お
彼
岸
の
際
に
は
水
を
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
供
え
物
の
管
理
に
つ
い
て

　
お
墓
参
り
で
の
お
供
え
物
は
、
持
ち
帰
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
食
べ
物
が
残
っ
て
い
る
と
、

鳥
や
動
物
に
荒
ら
さ
れ
る
原
因
と
な
り
、
墓
地

柏
山
・
外
ノ
山
・
門
屋
の
墓
地
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
１
３

に
よ
っ
て
は
ク
マ
が
出
没
す
る
危
険
性
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
お
花
を
入
れ
て
い
る
水
が
く
さ
り
、

虫
が
寄
っ
て
く
る
な
ど
し
て
周
り
の
お
墓
に
迷

惑
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
再
訪
が

難
し
い
場
合
に
は
、
お
墓
参
り
が
終
わ
り
ま
し

た
ら
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
造
花
を
お

供
え
す
る
場
合
は
飛
ん
で
い
か
な
い
よ
う
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生

も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ご
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
大
学（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支

援
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修
業
年

限
１
年
以
上
の
課
程
）に
在
学
す
る
方
で
、
学
生

納
付
特
例
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
所

得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

●�

所
得
の
目
安
／
１
２
８
万
円（
令
和
２
年
度
以

前
は
１
１
８
万
円
）＋
扶
養
親
族
等
の
数
×

38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
等

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　
た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
、
将
来

の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
受
け
取

る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、
あ
と
か
ら

納
付（
追
納
）す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
で
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の

年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
し
、
引
き
続
き
申
請

を
希
望
す
る
場
合
は
、
４
月
初
め
に
届
く
ハ
ガ

キ
形
式
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
ご

返
送
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課�

国
民
年
金
係（
角
館
庁
舎
）�
☎（
43
）３
３
１
６

大
曲
年
金
事
務
所（
大
仙
市
大
曲
）���

☎
０
１
８
７（
63
）2
２
９
６

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
進
学
に

よ
り
転
出
さ
れ
る
場
合
は
手
続
き

が
必
要
で
す

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は

住
所
が
あ
る
市
町
村
で
発
行
す
る

た
め
、
仙
北
市
か
ら
転
出
の
手
続

き
を
す
る
と
仙
北
市
国
民
健
康
保

険
を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
仙
北
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
進
学
や

進
級
の
機
会
に
転
出
さ
れ
る
場
合

は
、
世
帯
主（
保
護
者
）の
申
請
で

仙
北
市
の
保
険
証
を
発
行
で
き
ま

す
。
お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
・

各
出
張
所
の
国
民
健
康
保
険
担
当

窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
も
同
様
の
手
続
き

を
し
て
い
た
方
に
は
、
関
係
書
類

を
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
更
新
ま
た
は
非
該
当
の

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

▼��

学
生
本
人
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証

▼��

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し（
進
学
の
方
は
、
４
月
以

降
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

▼�

世
帯
主
の
認
印

国
民
健
康
保
険
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課�

国
民
健
康
保
険
係（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
１
６

職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
後

は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
使
用
で
き
ま
せ
ん

　
就
職
や
扶
養
認
定
な
ど
で
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
使

用
し
て
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
で

き
ま
せ
ん（
職
場
の
健
康
保
険
証

が
ま
だ
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場

合
で
も
使
用
で
き
ま
せ
ん
）。

　

速
や
か
に
市
役
所
各
庁
舎
・
各

出
張
所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓

口
で
、
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す

る
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
際

は
、
必
ず「
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
す
る
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
」旨
を
伝
え
、
新
し
い
健
康
保

険
証
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
速
や

か
に
受
診
し
た
医
療
機
関
・
調
剤

薬
局
へ
連
絡
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
後
も

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
使

用
し
て
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し

て
い
る
場
合
は
、
か
か
っ
た
医
療

費（
仙
北
市
が
負
担
し
た
分
）を

返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

日
本
年
金
機
構��

（https://w
w
w
.

nenkin.go.jp/service/kokunen/
m
enjo/20150514.htm

l

）��

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
で
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
お
よ

び
生
活
習
慣
病
予
防
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
被
保
険
者
の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
／

【
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
対
象
者
】

▼��

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
35

歳
以
上
75
歳
未
満（
後
期
高
齢
者
医
療
対
象
者

を
除
く
）の
方

▼��

前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

▼��

特
定
健
診（
保
健
課
か
ら
配
布
さ
れ
る
受
診
券

で
受
診
す
る
集
団
健
診
ま
た
は
医
療
機
関
健

診
）を
受
診
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
受
診
を
予

定
し
て
い
な
い
方

【
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
対
象
者
】

▼��

仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
で
、当
該
年
度
に
国
保
の
人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

▼��

前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

完
納
さ
れ
て
い
る
方

▼��
後
期
高
齢
者
健
診（
保
健
課
か
ら
配
布
さ
れ
る

受
診
券
で
受
診
す
る
集
団
健
診
ま
た
は
医
療

機
関
健
診
）を
受
診
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
受

診
を
予
定
し
て
い
な
い
方

●�

助
成
金
額
／
ど
ち
ら
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
も

２
万
１
０
０
０
円
を
限
度
額（
年
度
内
１
回
の

み
）

●�

助
成
医
療
機
関
／
市
立
角
館
総
合
病
院
・
市
立

田
沢
湖
病
院
・
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

《
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
》

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課�

国
民
健
康
保
険
係（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
１
６

●�

申
請
受
付
期
間
／
４
月
１
日
㈮
～
令
和
５
年

３
月
31
日
㈮

※�

受
診
希
望
の
方
は
、
助
成
医
療
機
関
に
予
約

し
、
受
診
す
る
前
に
助
成
金
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
時
に
、
窓
口
で
受
診
日
の

確
認
を
し
ま
す
。

●�

申
請
受
付
場
所
／
市
役
所
各
庁
舎
、
各
出
張

所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口

●�

持
参
す
る
も
の
／
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

印
鑑

●
そ
の
他
／

▼��

申
請
を
し
な
い
で
助
成
医
療
機
関
で
の
人
間

ド
ッ
ク
受
診
を
し
て
費
用
を
支
払
っ
た
場
合

は
、
当
該
年
度
内
に
申
請
す
れ
ば
助
成
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、領
収
書
、印
鑑
、

金
融
機
関
の
通
帳
、
受
診
結
果
票
の
写
し
を

持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼��

特
定
健
診
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け

た
方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助
成
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

　
３
月
17
日
㈭
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た「
仙
北
市
学
校
適
正

配
置
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
白
岩
地
区
）」は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
を
延

期
し
ま
す
。
今
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
白
岩
地
区
）の

開
催
延
期
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課（
西
木
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
８
２

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
お
よ
び
各
種

料
金
な
ど
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
の
た
め
に
夜
間
納
税
・
各
種
料
金
納
付

窓
口
を
開
設
し
ま
す（
各
種
料
金
に
つ
い

て
は
、納
付
書
持
参
を
原
則
と
す
る
た
め
、

納
付
書
が
な
い
場
合
は
お
受
け
取
り
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

●
日
時
／
３
月
31
日
㈭ 
17
時
15
分
～
19
時

●
場
所
／
収
納
推
進
課
、
角
館
・
西
木
市

民
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
口
座
振
替
で
の
納
付

の
普
及
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、

３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
夜
間
納
税
・
納

付
窓
口
を
廃
止
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
お
仕
事
な
ど
に
よ
り
市
役
所

窓
口
お
よ
び
金
融
機
関
な
ど
で
納
付
が
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
は
納
期
内
に
コ
ン
ビ

夜
間
納
税
・
納
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】収
納
推
進
課（
田
沢
湖
庁
舎
）�

☎（
43
）１
１
２
３

ニ
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
は
、
納
め
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

申
込
用
紙
は
各
金
融
機
関
、
市
役
所
税
務

課
お
よ
び
角
館
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
際

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

取
り
扱
い
金
融
機
関
／
▼
秋
田
銀
行�

▼

北
都
銀
行�

▼
羽
後
信
用
金
庫�

▼
東
北
労

働
金
庫�

▼
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合�

▼
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

●�
必
要
な
も
の
／
▼
通
帳�

▼
通
帳
届
出
印�

▼
口
座
振
替
を
申
し
込

む
対
象
の
納
付
書�

▼
申

込
口
座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド（
市
役
所
の
窓

口
に
提
出
す
る
場
合
）

仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
事
務
局

（
仙
北
市
企
画
政
策
課
内
）
☎
43ｰ

１
１
１
２

　
今
回
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言
」
は
、
角
館
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
角
館
高
校
で
は
、
授
業
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
し
た
課
題
に
取
り
組
む
機
会
を
意

識
的
に
作
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
し
て
は
、
制
服
な
ど

の
生
徒
の
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
本
質
を
見
極
め
る
力
を
育
て

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

vol.5
と
も
に
輝
く

と
も
に
輝
く
社
会
へ

社
会
へ  

認
め
合
い
広
げ
よ
う

認
め
合
い
広
げ
よ
う
理
解
の
輪

理
解
の
輪

問合せ

わたしたちのアクション宣言！ 仙
北
市
男
女
共
同
参
画
情
報

仙
北
市
男
女
共
同
参
画
情
報

角館高校２年 F 組の皆さん角館高校２年 F 組の皆さん

（後列左から（後列左から）座間知弘）座間知弘さんさん、門脇時男、門脇時男さんさん、西宮和桜、西宮和桜さんさん
（前列左から）（前列左から）稲葉優羽稲葉優羽さんさん、藤原奏、藤原奏さんさん

教育委員会�学校教育課内��北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

第 125 号

№125

　
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま

し
た
。
３
校
の
自
慢
を
紹
介

し
ま
す
。

➊➊  

桧
木
内
小
学
校

桧
木
内
小
学
校

　

桧
木
内
小
学
校
に
入
る

と
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
子
ど

も
の
絵
や
作
品
が
多
数
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
観
光

地
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
顔
出
し

パ
ネ
ル
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

桧
木
内
小
学
校
の
自
慢
は
「
ひ
の

き
な
い
こ
ど
も
美
術
館
」
で
す
。

　
浅
利
颯
太
さ
ん（
5
年
）は
、「
み

ん
な
の
作
品
が
平
等
に
飾
ら
れ
て

い
る
の
が
よ
い
。
友
だ
ち
の
作
品

の
優
れ
た
所
を
自
分
は
真
似
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
」、
佐
藤
綾
音
さ

ん
（
6
年
）
は
、「
み
ん
な
の
絵
が

と
て
も
き
れ
い
。
描
き
方
な
ど
が

と
て
も
参
考
に
な
る
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
気
づ
き
か
ら
学
び
を
深
め
る
こ

と
の
で
き
る
美
術
館
。
芸
術
の
力

を
感
じ
ま
し
た
。

➋➋  

神
代
小
学
校

神
代
小
学
校

　
神
代
小
学
校
の
特
徴
は
、
自
転

車
通
学
の
子
ど
も
が
多
い
こ
と
で

す
。
自
転
車
使
用
に
あ
た
り
、
学

校
で
は
、
交
通
安
全
指
導
を
徹
底

し
た
う
え
で
、
自
転
車
の
技
能
試

験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
船
山
悠
稀
さ
ん（
5
年
）は
、「
交

差
点
や
『
止
ま
れ
』
の
標
識
が
あ

る
と
こ
ろ
で
は
、
し
っ
か
り
と
自

転
車
を
停
め
て
い
る
。
横
断
歩
道

も
自
転
車
か
ら
降
り
て
渡
る
な
ど

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て
交
通

事
故
に
気
を
つ
け
て
い
る
。
晴
れ

て
い
る
日
の
通
学
は
と
て
も
気
持

西明寺小学校
おいしい顔ってどんな顔？

　
ど
の
学
校
で
も
、
と
び
き
り
の

　
ど
の
学
校
で
も
、
と
び
き
り
の

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
子
ど
も
た

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
子
ど
も
た

ち
。
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
西

ち
。
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
西

明
寺
小
学
校
の
３
、４
年
生
に
伺

明
寺
小
学
校
の
３
、４
年
生
に
伺

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
の
た
め
に
、
給
食
で
実
践
し

達
成
の
た
め
に
、
給
食
で
実
践
し

て
い
る
こ
と
、
で
き
そ
う
な
こ
と

て
い
る
こ
と
、
で
き
そ
う
な
こ
と

を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
が
ご
存
じ
の
と
お
り
、

　

皆
さ
ま
が
ご
存
じ
の
と
お
り
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
持
続
し
続
け
る
こ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
持
続
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
作
り
の
た
め
の

と
が
で
き
る
社
会
作
り
の
た
め
の

目
標
」
で
す
。
仙
北
市
は
も
ち
ろ

目
標
」
で
す
。
仙
北
市
は
も
ち
ろ

ん
、
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
で
も
各
校

ん
、
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
で
も
各
校

で
で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
進

で
で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
の
目

め
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
の
目

標
達
成
に
向
け
て
、
で
き
る
こ
と

標
達
成
に
向
け
て
、
で
き
る
こ
と

か
ら
実
践
し
、
仙
北
市
プ
ラ
イ
ド

か
ら
実
践
し
、
仙
北
市
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の

給
食
セ
ン
タ
ー
の

草
彅
所
長
か
ら
コ
メ
ン
ト

草
彅
所
長
か
ら
コ
メ
ン
ト

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仙
北
市

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仙
北
市

は
も
ち
ろ
ん
秋
田
県
の
食
材
を
給

は
も
ち
ろ
ん
秋
田
県
の
食
材
を
給

食
に
使
っ
て
い
ま
す
。
旬
の
野
菜

食
に
使
っ
て
い
ま
す
。
旬
の
野
菜

を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
こ
と
で
、

を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
こ
と
で
、

運
搬
に
か
か
る
二
酸
化
炭
素
を
減

運
搬
に
か
か
る
二
酸
化
炭
素
を
減

ら
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
栄
養
も

ら
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
栄
養
も

し
っ
か
り
と
る
こ
と
が
で
き
、
味

し
っ
か
り
と
る
こ
と
が
で
き
、
味

も
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
食
材
の

も
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
食
材
の

やっていること、やってみたいこと、
給食センターにお願いしたいこと

達成したい
目標番号 名前

のこさず食べる。皮をうすくむいて調理してほしい。 12 江橋杜和さん
（4年）

西明寺（仙北市）の食材を使って給食を作ってほしい（運搬によ
る二酸化炭素排出を減らす）。 13 佐々木玲旺さん

（4年）

牛乳パックをリサイクルする。 12
13

門脇祥真さん
（4年）

きらいな物でも残さず、ていねいに食べている。牛乳パックを花
びんにしてリサイクルしたい。 2 菅原丈路さん

（3年）
地元のほうれん草を給食に使ってもらう（運搬による二酸化炭素
排出を減らす）。 13 加藤碧瀬さん

（3年）
給食のストロー、パンの袋などのプラゴミはちゃんとゴミ箱に捨
てて、海がプラスチックだらけにならないようにしている。

14
15

鈴木結香さん
（3年）

わが校の 自慢 
プチ

皮
も
で
き
る
だ
け
薄
く
む
い
た

皮
も
で
き
る
だ
け
薄
く
む
い
た

り
、
捨
て
る
部
分
を
少
な
く
し
た

り
、
捨
て
る
部
分
を
少
な
く
し
た

り
し
な
が
ら
調
理
し
て
い
ま
す
。

り
し
な
が
ら
調
理
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
残
さ
ず
安
心
し
て
食

こ
れ
か
ら
も
残
さ
ず
安
心
し
て
食

べ
て
く
だ
さ

べ
て
く
だ
さ

い
ね
。

い
ね
。

持続可能な
給食は

持続可能な
給食は

おいしい !!おいしい !!

「楽しいっ」と思わず叫
んでしまいそうです。

ち
が
い
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
骨

太
の
子
ど
も
が
育
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

➌➌  

生
保
生
保
内内
小
学
校

小
学
校

　
ク
ニ
マ
ス
が
山
梨
県
西
湖
で
発

見
さ
れ
た
の
が
平
成
22
年
。
そ
の

発
見
に
関
わ
っ
た
一
人
で
あ
る
さ

か
な
ク
ン
が
平
成
23
年
３
月
に
特

別
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
時

に
、
描
い
て
く
だ
さ
っ
た
絵
が
生

保
内
小
学
校
の
自
慢
で
す
。

　
仙
北
市
内
の
小
学
校
で
は
、
ク

ニ
マ
ス
未
来
館
を
訪
問
す
る
な

ど
、
ク
ニ
マ
ス
に
関
す
る
学
習
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
田
口
皐
喜
さ
ん（
6
年
）は
、「
ク

ニ
マ
ス
が
田
沢
湖
に
し
か
い
な

か
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
し
、

そ
の
こ
と
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
。
田
沢
湖
の
水
質
改
善
の
研

究
を
重
ね
て
、
い
つ
か
は
田
沢
湖

に
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
。
ぼ
く
ら

も
で
き
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
協
力

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ク
ニ
マ
ス
を
誇
り
に
思
う
気
持

ち
が
し
っ
か
り
と
引
き
継
が
れ
て

い
け
ば
、
い
つ
か
は
田
沢
湖
に

戻
っ
て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。階段の壁に６枚掲示さ

れています。

今回のメニューは、

米粉パン、ボロニア

ステーキ、野菜コ

ンソメ煮、かぼちゃ

シチュー、牛乳
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▼ 当日の投票所

投票区 投票所

田
沢
湖
地
域

田沢 田沢交流センター
石神 石神会館
武蔵野 仙北市民会館
生保内 田沢湖総合開発センター
潟 思い出の潟分校
岡崎 岡崎生活総合センター
神代 田沢湖福祉医療センター
梅沢 森腰構造改善センター
卒田 卒田会館

西
木
地
域

上桧木内 紙風船館

桧木内
西木総合健康増進センター
（吉田体育館）

西明寺北 かたくり館
西明寺南 仙北市役所西木庁舎

問合せ／仙北市選挙管理委員会
（田沢湖庁舎）☎ 43-1150

4 月 11 日月～ 4 月 16 日土
（投票時間は投票所によって異なります）

▼ 期日前・不在者投票のできる期間

1  期日前投票は、お住まいの地域に関係なく次の７投票所いずれでも投票できます。

４月 11 日月～ 16 日土
田沢湖総合開発センター・
仙北市役所西木庁舎

タカヤナギワンダーモール店

神代出張所・田沢出張所・桧木
内地区公民館・紙風船館

▶�入場券がお手もとに届いてい
る場合は、入場券裏面の「期日
前投票宣誓書兼請求書」にあら
かじめ所要事項を記入のうえ、
投票時にご持参ください。

▶�入場券を持参しなくとも、投票
は可能です。

2 ��滞在先（出稼ぎなど）で不在者投票を行う場合は、
お早めに請求してください（仙北市役所各庁舎お
よび各出張所の窓口に３月23日水から、請求書
を準備します）。

　身体に重度の障がいがあり、次の要件にあてはまる方は、所定の手続きで、郵便などによ
る不在者投票ができます。あらかじめ、当選挙管理委員会から「郵便等投票証明書」の交付
を受けておく必要がありますので、ご注意ください。

▼ 郵便などによる不在者投票について

1   身体障害者手帳に次のいずれかの障がいが記載さ
れている方

▶��両下肢、体幹、移動機能の障がい…1級または2級
▶���心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の
障がい…１級または３級

▶��免疫、肝臓の障がい…１級から3級まで

　投票日当日に仕事などのために投票所へ行くことの
できない方は期日前・不在者投票をご利用ください。

投票所
投票期間

8:30 ～ 20:00

9:00 ～ 20:00

8:30 ～ 17:00

3 ��病院などの指定施設に入院・入所されている場合
は、施設担当者におたずねください。

4 ��郵便による不在者投票（郵便投票証明書をお持ち
の方）は、４月 13 日水までに請求してください。

2   戦傷病者手帳にいずれかの障がいが記載されてい
る方

▶�両下肢、体幹の障がい…特別項症から第2項症まで
▶��心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、
肝臓の障がい…特別項症から第3項症まで

3   介護保険の被保険者証に要介護状態区分が「要介
護５」と記載されている方

▼ 感染症対策にご協力ください
　投票所へはマスク着用でご来場ください。

仙北市議会議員一般選挙仙北市議会議員一般選挙

▼ 投票できる方
　次の条件をすべて満たし、選挙人名簿に登録され
ている方
年齢／平成16年 4月 18日以前に生まれた方
住 所／令和 4年 1月 9日以前から引き続き仙北市
に住んでいて、住民基本台帳に登録されている方

※�仙北市から他の市町村へ転出した場合、投票ができま
せん。

※�入場券が届いても、仙北市外へ転出した場合は投票で
きません。

※�期日前投票ができる期間であれば、転出届を提出する
前に、期日前投票を行うことができます。

投票区 投票所

角
館
地
域

北 外町交流広場

南
角館高校（定時制課程）
駒草キャンパス体育館

東 仙北市役所角館庁舎
西 角館中学校
中川 中川コミュニティセンター
雲沢 雲沢集落センター
西長野 西長野交流センター
白岩 白岩小学校

投・開票の
予定日時と会場

令和４年4月17日日
投票 7:00 ～ 19:00（市内21投票所）

開票 20:30～（中川コミュニティセンター）

　任期満了に伴う仙北市議会議員一般選
挙は、令和4年4月10日日に告示、4
月17日日に投開票の予定です。

入場券の発送について
　入場券は世帯主の方
宛に世帯員分をまとめ
て送付します。

入場券が届きましたら、
投票場所を必ず

確認してください。

　新型コロナウイルス感染症により療養などをされ
ている方も、一定の要件を満たす場合、郵便での投
票ができるようになりました。
　詳しくは、選挙管理委員会へお問い合わせください。
　なお、仙北市ホームページ（https://
www.city.semboku.akita.jp/citizens/senkyo_

tokureyubin.html）からも確認できます。

▼  新型コロナウイルス感染症により
　療養されている方も郵便投票できます
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令和3年度 　
令
和
３
年
度
仙
北
市
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
（
仙
北
市
教
育

委
員
会
主
催
、
角
館
図
書
館
後
援

会
・
㈱
新
潮
社
後
援
）
が
行
わ
れ
、

応
募
総
数
１
０
９
点
の
中
か
ら
仙

北
市
長
賞
に
小
中
学
校
の
部
は
木

元
凛
咲
さ
ん
（
西
明
寺
中
学
校
3

年
）、
高
校
の
部
は
渡
邉
愛
生
さ

ん
（
角
館
高
校
３
年
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
仙
北
市
長
賞
の
受
賞
作

品
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
文
の

ま
ま
ご
紹
介
し
ま
す
。

仙北市読書感想文
コンクール

「
出
会
い
」

角
館
高
校
３
年　

渡
邉 

愛
生

　

「
人
」
と
い
う
字
は
、
人
と
人
が

支
え
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
昔
、

国
語
の
時
間
に
よ
く
聞
い
た
言
葉

だ
。
当
時
は
よ
く
理
解
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
こ
の
本
を
通
し
て
、
そ
の

意
味
が
分
か
っ
た
気
が
し
た
。

　

こ
の
本
を
初
め
て
手
に
取
り
、
読

み
始
め
た
時
、
わ
く
わ
く
し
て
い
た
。

曲
も
楽
譜
も
分
か
ら
な
い
は
ず
な
の

に
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
っ
て
い
る
か

の
よ
う
な
感
じ
さ
え
あ
っ
た
。
こ
ん

な
に
駆
け
抜
け
る
よ
う
に
読
み
味
わ

え
る
感
覚
は
初
め
て
だ
っ
た
。

　

主
人
公
の
ほ
の
か
は
、
家
庭
が
貧

し
い
こ
と
を
理
由
に
同
級
生
か
ら
い

じ
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、

ピ
ア
ノ
の
先
生
で
あ
る
二
ノ
宮
が
ほ

の
か
を
助
け
る
。
彼
は
、
鍵
盤
が
描

か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
ほ
の
か

に
あ
げ
た
。
そ
の
「
紙
の
ピ
ア
ノ
」

と
二
ノ
宮
の
指
導
が
、
ほ
の
か
の
ピ

ア
ノ
へ
の
道
を
開
い
た
。
次
第
に
彼

女
は
、
世
界
最
大
級
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
「
シ
ョ
パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」

へ
の
出
場
を
目
指
す
よ
う
に
な
る
。

沢
山
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、

刺
激
的
な
仲
間
や
ラ
イ
バ
ル
た
ち

に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
日
々
奮
闘
す

る
。
病
を
抱
え
る
最
大
の
恩
師
、

二
ノ
宮
の
た
め
に
。
か
つ
て
ピ
ア

ニ
ス
ト
だ
っ
た
亡
き
母
の
た
め
に
。

こ
の
あ
り
っ
た
け
の
想
い
が
届
く

よ
う
に
。

　

こ
の
本
の
中
で
一
番
印
象
的
な

の
は
、
人
は
一
人
で
は
成
長
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
相
手
が
い

る
か
い
な
い
か
で
、
そ
の
人
自
身

の
情
熱
や
目
標
の
大
き
さ
が
違
っ

て
く
る
。
二
ノ
宮
が
ほ
の
か
に
伝

え
た
話
の
中
に
Ａ
子
と
Ｂ
子
と
い

う
二
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
い
た
。

Ａ
子
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
ピ
ア

ノ
の
ス
キ
ル
を
磨
き
、
Ｂ
子
は
、

貧
し
い
中
で
も
努
力
し
、
負
け
な

い
く
ら
い
の
実
力
を
つ
け
た
。
二

人
は
最
高
の
ラ
イ
バ
ル
で
、
お
互

い
を
高
め
合
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

Ｂ
子
が
突
然
ピ
ア
ノ
の
世
界
か
ら

姿
を
消
し
て
か
ら
、
Ａ
子
は
以
前

の
よ
う
な
高
評
価
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
。
彼
女
は
こ
う
言
っ
た
。

「
私
の
ピ
ア
ノ
に
た
い
す
る
情
熱

は
、
Ｂ
子
と
と
も
に
消
え
た
」
と
。

ど
ん
な
に
才
能
を
持
っ
て
い
て
も
、

目
標
と
す
る
人
や
切
磋
琢
磨
で
き

る
相
手
が
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
以

上
自
分
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
と
思
っ
た
。
人
間
は
弱
い
。

そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

ほ
の
か
と
同
じ
大
学
に
、
舞
華

と
い
う
人
が
い
た
。
彼
女
の
家
は

と
て
も
裕
福
で
、
恵
ま
れ
た
環
境

で
ず
っ
と
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
き
た
。

「
ピ
ア
ノ
に
愛
さ
れ
た
少
女
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
舞
華
は
、
目
標
が
周

り
の
何
倍
も
高
く
、
い
つ
も
他
人

の
ピ
ア
ノ
を
見
下
し
て
い
た
。
私

の
中
で
、
舞
華
と
い
う
人
物
は
モ

ノ
ク
ロ
で
包
ま
れ
て
い
た
。
誰
に

も
頼
ろ
う
と
せ
ず
、
我
が
道
し
か

見
え
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。

し
か
し
、
ほ
の
か
と
出
会
い
、
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
、
舞
華
は
ほ
の

か
を
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
夢
を
諦
め
よ
う

と
し
て
い
た
ほ
の
か
に
声
を
か
け
、

彼
女
ら
し
い
言
葉
で
現
実
に
連
れ

戻
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
舞
華
の

モ
ノ
ク
ロ
の
世
界
が
、
少
し
ず
つ

色
づ
き
始
め
た
よ
う
に
感
じ
た
。

自
分
に
敵
な
ど
い
な
い
と
思
っ
て

い
た
彼
女
の
前
に
、
ほ
の
か
が
現

れ
た
。
こ
の
出
会
い
が
彼
女
を
豊

か
に
し
、
彼
女
に
と
っ
て
、
失
い

た
く
な
い
相
手
に
な
っ
た
の
だ
と

思
う
。
こ
の
場
面
で
、
誰
か
と
出

会
え
る
こ
と
の
喜
び
と
大
切
さ
を

学
ん
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
た
と

え
学
校
や
日
常
生
活
だ
と
し
て
も
、

決
し
て
例
外
で
は
な
い
と
思
っ
た
。

気
が
合
う
友
達
が
で
き
る
こ
と
、

越
え
た
い
部
活
の
先
輩
が
い
る
こ

と
、
厳
し
い
上
司
に
教
わ
る
こ
と
、

家
族
と
出
会
え
る
こ
と
。
そ
う
い

っ
た
一
つ
一
つ
の
出
会
い
は
、
本

当
は
奇
跡
み
た
い
な
こ
と
な
の
だ

と
感
じ
た
。
相
手
に
敬
意
を
払
い
、

互
い
に
高
め
合
っ
て
い
く
。
誰
か

と
出
会
う
と
い
う
こ
と
は
、
今
ま

で
の
自
分
の
世
界
に
、
新
し
い
色

が
加
わ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
の

新
し
い
色
、
新
し
い
世
界
を
、
私

た
ち
は
大
切
に
す
る
べ
き
だ
。

　

「
人
」
と
い
う
字
は
、
人
と
人
が

支
え
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

そ
の
「
支
え
」
の
中
に
は
何
が
あ

る
だ
ろ
う
。
思
い
や
り
、
競
争
心
、

尊
敬
。
ど
ん
な
感
情
だ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
誰
か
に
出
会
う
こ

と
で
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
を
育
て
る
こ
と
で
、
自
分
の
成

長
に
結
び
付
く
。
そ
う
や
っ
て
人

は
、
人
生
を
豊
か
に
し
て
い
く
。

私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
強
く
そ

う
思
っ
た
。

　

私
に
は
こ
れ
か
ら
先
、
一
体
ど

れ
く
ら
い
そ
ん
な
出
会
い
が
あ
る

だ
ろ
う
。
舞
華
の
よ
う
に
、
想
像

も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
仲
間
や

ラ
イ
バ
ル
に
も
出
会
う
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
時
私
は
、
ほ
の
か
や

舞
華
の
よ
う
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

自
分
自
身
の
夢
や
軸
、
想
い
を
揺

ら
す
こ
と
な
く
、
正
々
堂
々
と
ぶ

つ
か
っ
て
い
き
た
い
。
共
に
過
ご

せ
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
一

歩
一
歩
、
成
長
し
続
け
た
い
。
こ

の
一
冊
の
本
を
通
し
て
、
私
の
世

界
も
ま
た
、
色
づ
き
始
め
た
。

◆
読
ん
だ
本

『
紙
の
ピ
ア
ノ
』（
双
葉
社
）

「
小
さ
な
神
た
ち
の
祭
り
」
を
読
ん
で

西
明
寺
中
学
校
３
年　

木
元 

凛
咲

　

あ
と
が
き
か
ら
。「
亡
く
な
っ
た

方
々
は
、
実
は
ど
こ
か
で
生
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
私
は
そ
う
思
う

こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
り
え
な
い
願
望

だ
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
れ
は
私
の
心

を
安
ら
が
せ
た
。
も
し
も
家
族
や
大

切
な
人
を
失
っ
た
人
た
ち
も
、
そ
う

思
え
た
ら
安
堵
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。」
私
は
、
筆
者
の
こ
の
考
え

に
強
く
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
す

ぐ
に
読
み
た
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
、

こ
の
本
と
の
出
会
い
で
、
読
み
終
え

る
頃
に
は
あ
れ
ほ
ど
心
が
動
か
さ
れ

る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
。
家
族

全
員
が
津
波
に
吞
ま
れ
て
し
ま
い
、

今
も
消
息
不
明
。
立
ち
直
れ
ず
に
い

た
主
人
公
、
晃
は
、
大
学
は
卒
業
し

た
も
の
の
「
飛
び
込
み
」
や
「
テ
レ

ア
ポ
」
と
い
う
仕
事
を
し
て
働
く
が

成
績
を
残
せ
ず
、
つ
ら
い
日
々
を
送

っ
て
い
た
。
つ
い
に
は
社
長
に
ま
で

嫌
味
を
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

晃
は
自
分
の
家
族
が
震
災
に
あ
っ

た
こ
と
は
誰
に
も
言
っ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
に
、
少
し
で
は
あ
る

が
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
も
小
学
生
の
時
、
父
が
亡
く
な

っ
た
。
そ
の
こ
と
は
ク
ラ
ス
全
員
が

知
っ
て
い
る
。
で
も
、
た
と
え
ど
ん

な
に
仲
の
い
い
友
達
だ
っ
た
と
し
て

も
、
自
分
に
と
っ
て
は
大
き
な
悲
し

み
が
あ
り
、
他
の
人
か
ら
す
れ
ば
励

ま
そ
う
と
し
て
も
、
多
少
か
も
し
れ

な
い
が
気
を
遣
っ
て
し
ま
う
。
そ
し

て
、
関
わ
り
に
く
い
こ
と
だ
っ
て
あ

る
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
話
は
あ
ま
り

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
私
も
感
じ
て

い
た
。

　

八
年
が
た
っ
た
あ
る
日
、
晃
の
父
、

行
雄
が
タ
ク
シ
ー
で
現
れ
「
あ
の
世

の
地
元
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
へ
と

連
れ
て
い
か
れ
る
。
そ
こ
に
は
震
災

前
と
変
わ
ら
な
い
家
族
や
小
さ
い
子

供
、
お
年
寄
り
が
い
て
、
家
々
が
立

ち
並
び
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
に
お

い
が
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
み
ん

な
が
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た
。

　

父
が
亡
く
な
っ
た
後
、
近
所
の
方

で
も
亡
く
な
る
方
が
多
か
っ
た
。
そ

れ
は
と
て
も
身
近
な
人
で
悲
し
か
っ

た
。
同
級
生
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
、

一
個
下
の
子
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
。

で
も
、も
し
あ
の
世
に
も
本
当
に
「
あ

の
世
の
地
元
」
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、

「
み
ん
な
は
元
気
に
や
っ
て
い
る
の

か
な
」
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
と
き

は
心
が
楽
に
な
っ
た
。
で
も
そ
の
一

方
で
若
く
し
て
空
へ
行
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
、
父
の
お
じ
さ
ん
や
友
達

の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
た

く
さ
ん
い
る
ば
か
り
で
、
い
つ
も
一

緒
に
い
た
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か

ら
、
悲
し
く
な
い
の
か
な
。
と
も
思

っ
た
。

　

「
あ
の
世
の
地
元
」
で
の
弟
、
航

と
の
会
話
で
、

「
生
き
残
っ
た
者
に
力
を
与
え
る
の

が
、
死
ん
だ
者
の
使
命
。」

「
兄
貴 

頼
む
よ
。
生
き
残
っ
た
や
つ

ら
が
元
気
じ
ゃ
な
い
と
、
俺
た
ち
も

死
ん
で
も
死
に
き
れ
な
い
ん
だ
よ
。」

と
い
う
話
を
し
て
い
た
。

　

私
は
こ
の
、「
生
き
残
っ
た
者
に

力
を
与
え
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
、

本
の
中
で
は
あ
る
も
の
の
、
現
実
で

も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
た
。
私
も
晃
の
よ
う

に
、
全
く
立
ち
直
れ
ず
に
い
た
。
で

も
、
み
ん
な
の
前
で
は
明
る
く
い
よ

う
と
思
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
た
く

さ
ん
の
人
に
、「
大
丈
夫
だ
よ
、
ず

っ
と
み
て
く
れ
て
い
る
か
ら
。」
と

い
う
言
葉
を
た
く
さ
ん
か
け
て
も
ら

っ
た
。
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
は
誰
だ

っ
て
言
う
こ
と
は
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
、
あ
り
が
た
い
と
も
思
う
。
ま
た
、

頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
な

…
と
も
思
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
本

の
、
特
に
こ
こ
を
読
み
終
え
た
と
き

か
ら
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
、

「
今
日
一
日
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
と
、朝
起
き
て
か
ら
寝
る
前
に
、

毎
日
必
ず
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
あ
の
世
の
地
元
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
世
界
か
ら
、
晃
本
人
が

暮
ら
し
て
い
る
元
の
世
界
、
現
実
の

世
界
へ
と
帰
る
と
き
、
父
が
か
け
た

言
葉
に
は
た
く
さ
ん
の
想
い
が
あ
っ

た
と
思
っ
た
。

「
人
は
な
、
命
を
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
大
事
な
ん
だ
。
生
ぎ
残
っ
た
ヤ

ヅ
は
、
元
気
に
繋
い
で
い
く
務
め
が

あ
ん
だ
ぞ
。
こ
っ
ち
さ
来
た
ヤ
ヅ
ら

は
、
繋
い
で
い
く
人
間
を
守
り
、
元

気
に
す
る
務
め
が
あ
ん
だ
」

　

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
は
、「
も

う
、
い
な
い
。」
な
ん
か
で
は
な
い
。

あ
の
世
か
ら
私
た
ち
の
こ
と
を
見
て

く
れ
て
い
る
。
応
援
を
し
て
、
背
中

を
押
し
、
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

「
あ
な
た
は
、
そ
の
人
が
こ
の
世
に

生
き
て
い
た
あ
か
し
。」
少
し
ず
つ

で
い
い
。
今
も
た
く
さ
ん
の
人
達
に
、

支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。
だ
か
ら
、

一
つ
一
つ
の
些
細
な
こ
と
に
も
感
謝

し
た
い
。
今
ま
で
出
会
っ
た
人
が
、

そ
の
場
所
や
そ
の
地
域
、
そ
の
世
界

に
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
関

係
な
い
。
下
ば
か
り
向
い
て
い
て
は

悲
し
ん
で
し
ま
う
。
晃
の
父
の
言
葉

は
、
父
か
ら
伝
え
ら
れ
た
言
葉
の
よ

う
な
気
が
し
た
。
こ
の
本
に
出
会
え

た
こ
と
が
奇
跡
。
前
を
向
い
て
進
ん

で
い
こ
う
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
。

◆
読
ん
だ
本

『
小
さ
な
神
た
ち
の
祭
り
』

（
潮
出
版
社
）

小中学校の部
仙北市長賞

 

小
中
学
校
の
部 

◆ 

仙
北
市
長
賞

西
明
寺
中
学
校
３
年　
木
元
凛
咲

◆ 

角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

生
保
内
小
学
校
１
年　
鈴
木
桜
子

◆ 

仙
北
市
教
育
長
賞

桧
木
内
小
学
校
３
年　
齋
藤
和
志

角
館
小
学
校　
５
年　
能
美
榛
真

◆ 

新
潮
文
庫
賞
【
特
別
賞
】

角
館
中
学
校　
２
年　
草
彅
陽
菜

（
奨
励
賞
も
受
賞
）

◆ 

奨
励
賞

生
保
内
小
学
校
１
年　
田
口
真
子

桧
木
内
小
学
校
２
年　
佐
藤
寧
音

西
明
寺
小
学
校
４
年　
佐
藤
呼
幸

白
岩
小
学
校　
４
年　
木
村
光
来

神
代
小
学
校　
６
年　
小
原
理
子

神
代
小
学
校　
６
年　
平
岡
結
季

角
館
中
学
校　
２
年　
草
彅
陽
菜

桧
木
内
中
学
校
３
年　
浅
利
夏
音

◆ 

入
選

生
保
内
小
学
校
１
年　
堀
川
桧
梨

生
保
内
小
学
校
１
年　
松
田
瑚
々
菜

西
明
寺
小
学
校
３
年　
鈴
木
結
香

桧
木
内
小
学
校
３
年　
門
脇
絢
音

神
代
小
学
校　
６
年　
佐
藤
亜
耶
希

角
館
小
学
校　
６
年　
赤
倉
凜

神
代
中
学
校　
２
年　
藤
川
実
桜

桧
木
内
中
学
校
３
年　
鈴
木
千
寛

 

高
校
の
部 

◆ 

仙
北
市
長
賞

角
館
高
校
３
年　
渡
邉
愛
生

◆ 

角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

角
館
高
校
１
年　
佐
々
木
萌
果

（
新
潮
文
庫
賞
【
特
別
賞
】
も
受
賞
）

◆ 

仙
北
市
教
育
長
賞

角
館
高
校
３
年　
小
松
愛
歩

◆ 

新
潮
文
庫
賞
【
特
別
賞
】

角
館
高
校
１
年　
佐
々
木
萌
果

◆ 

奨
励
賞

角
館
高
校
１
年　
佐
藤
優
美

角
館
高
校
３
年　
坂
本
希
晏

◆ 

入
選

角
館
高
校
１
年　
猪
本
眞
央

角
館
高
校
１
年　
髙
橋
幸

令和 3 年度 仙北市読書感想文コンクール審査結果（学校名・学年・氏名　※敬称略）

高校の部
仙北市長賞
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　皆さんは外国人と話したことありますか？もしあると
すれば、それは何歳の頃でしょうか？海外旅行や仕事関
係で、初めて違う国の人と話すことが多いと思いますが、
私は昨年から仙北市内の各中学校・高校で台湾の学校と
遠隔会議ソフトを通じてオンライン交流を企画しました。
　昨年11月に角館中学校が先陣を切り、今年2月に西明
寺中学校、大曲支援学校せんぼく校が交流しました。3
月には角館高校、生保内中学校、桧木内中学校、神代中
学校が交流する予定です。
　台湾と交流する前に、まずは台湾のイメージをつかめ
るように、生徒に簡単な台湾文化講座を行いました。例
えば、台湾学校の時間割や部活、塾、朝ごはん事情など
身近に感じる情報を紹介しました。本番交流は両校生徒
の自己紹介から始まり、ゲームやクイズを通じて親睦を
深めます。さらに、日本と台湾の地元のお菓子を紹介し
合い、異国の食べ物を楽しむと同時に自国文化について
も学びます。
　この交流プログラムの目的は、世界中に違う言語を使
い、違う生活を過ごしている人がいることを生徒に知っ
てもらうことです。当たり前のようなことですが、実際
に肌で感じることがとても大事で、貴重な経験になりま
す。今回の交流を通じて生徒の皆さんは様々なことを感
じたと思います。例えば、「楽しかった」、「英語をもっと
勉強したい」、「海外に行ってみたい」、「やっぱり地元の秋
田が一番好き」など。
　他人とふれ合うことで、自分のことを見つめ直す機会
にもなります。「あ、そういう考え方もあるんだ」と気づ
き、選択肢を一個でも増やせれば、自分が生きやすい世
界に近づきます。そして異なる価値観を理解できなくて
も、それを尊重できる心を持ち、歩み寄れる社会になれ
たらいいと思っています。今回の交流が生徒に少しでも
刺激を与え、何かしらのきっかけになれたら目標は達成
したと思います。
　季節の変わり目ですので、皆さんお体に気をつけてお
過ごしください。

第第1313回回

　春の息吹を肌で感じられる今日この頃、台湾出身
の私からしたら、季節の移り変わりを五感で楽しむ
ことがとても贅沢なことです。しかし、除雪で上腕
二頭筋が育ちつつありますので、そろそろ降らなく
てもいいではないかと思います。
　自己紹介が申し遅れましたが、台湾出身の仙北市
国際交流員の黄敏（ファンミン）です。

11/24
（Wed）

角館中学校角館中学校××台中市立恵文高校中学部台中市立恵文高校中学部

西明寺中学校西明寺中学校××台中市立立人中学校台中市立立人中学校 2/21
（Mon）

大曲支援学校せんぼく校大曲支援学校せんぼく校
××

台北市立文山特殊教育学校台北市立文山特殊教育学校
2/22
（Tue）

＼ みんなで記念撮影！

＼ みんなで記念撮影！／／

＼ まずは自己紹介！

＼ まずは自己紹介！／／

＼ また交流しようね～！

＼ また交流しようね～！／／

交流の様子交流の様子

　
「
な
ん
も
で
す
」
と
い
う
言
葉
が
好
き

で
す
。
皆
さ
ん
が
い
つ
も
使
っ
て
い
る
、

あ
の
言
葉
で
す
。
秋
田
に
来
て
か
ら
、
土

地
な
ら
で
は
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
な
ん
も
で
す
」

は
私
の
中
で
特
別
で
、
い
つ
、
誰
に
言
わ

れ
て
も
あ
た
た
か
く
輝
い
て
聞
こ
え
ま

す
。
こ
ん
な
風
に
感
じ
る
言
葉
は
ほ
か
に

知
り
ま
せ
ん
。

　
初
め
て
聞
い
た
の
は
、
移
住
前
に
旅
行

で
仙
北
市
を
訪
れ
た
と
き
で
し
た
。
お
礼

を
言
っ
た
ら
「
な
ん
も
〜
」
と
返
さ
れ

ま
し
た
。「
な
ん
も
？
『
何
も
出
な
い
よ
』

と
か
、『
何
も
気
に
し
な
い
で
〜
』
み
た

い
な
こ
と
？
」、
と
り
あ
え
ず
ほ
か
の
言

葉
が
続
く
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
、
次
の

言
葉
を
待
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
も

続
か
な
い
。「
あ
り
が
と
う
」「
な
ん
も
」

で
終
わ
り
。
私
に
と
っ
て
は
全
然
慣
れ
て

い
な
い
、
不
思
議
な
感
覚
で
す
。
こ
ち
ら

の
人
た
ち
は
「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
〜
」

と
い
う
意
味
で
使
っ
て
る
の
だ
ろ
う
な
、

と
理
解
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、「
な
ん

も
だ
ー
」「
な
ん
も
な
ん
も
」「
な
ん
も

で
す
」
と
聞
き
続
け
る
う
ち
に
、
こ
う
返

さ
れ
る
と
な
ん
だ
か
心
が
あ
た
た
か
く
、

清
々
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
ぞ
、
と

い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
「
な
ん
も
」
に
は
、
自
分
が
他
者
に
し

て
あ
げ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
こ
ん
な
の

当
然
だ
よ
」、「
な
ん
に
も
負
い
目
を
感

じ
る
必
要
な
い
よ
」
と
い
う
よ
う
な
、
懐

の
広
さ
や
心
の
あ
た
た
か
さ
、
善
意
そ
の

も
の
の
よ
う
な
尊
さ
を
感
じ
ま
す
。
も

し
、
あ
ま
り
よ
い
印
象
を
持
っ
て
い
な
い

相
手
で
も
、「
な
ん
も
だ
」
と
ひ
と
こ
と

返
さ
れ
た
ら
、「
え
、
い
い
人
じ
ゃ
な
い

か
！
」
と
思
わ
さ
れ
て
し
ま
う
気
す
ら
し

ま
す
。
す
ご
い
言
葉
で
す
。

　
お
礼
に
対
す
る
返
し
方
は
、「
ど
う
い

た
し
ま
し
て
」、「
と
ん
で
も
な
い
で
す
」、

「
お
気
に
な
さ
ら
ず
」
な
ど
が
標
準
語
で

は
一
般
的
で
す
。「
な
ん
も
で
す
」
に
比

べ
た
ら
、
堅
苦
し
く
、
心
の
距
離
を
感
じ

ま
す
。
そ
し
て
長
い
で
す
。
家
族
や
親
し

い
友
人
に
対
し
て
も
、「
ど
う
い
た
し
ま

し
て
」
を
使
う
と
８
文
字
で
す
。「
な
ん

も
」
は
た
っ
た
３
文
字
。
さ
ら
に
、
初
め

か
ら
同
じ
目
線
に
立
っ
て
く
れ
て
い
る

よ
う
な
や
さ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

冒
頭
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
不
思
議

な
の
は
、「
な
ん
も
」
を
言
う
の
が
誰
で

あ
っ
て
も
「
い
い
な
あ
」
と
思
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
考
え
る
に
、

人
間
は
、
本
心
で
思
っ
て
い
な
い
言
葉
は

素
直
に
言
え
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

秋
田
の
人
は
、
実
に
自
然
に
「
な
ん
も
」

と
言
い
ま
す
。
形
式
的
に
言
っ
て
い
る
感

仙北市仙北市地域おこし
地域おこし協力隊コラム
協力隊コラム

中 山 里 沙

なんもです

じ
が
全
く
し
な
い
。
つ
ま
り
、本
当
に「
な

ん
も
」
と
思
っ
て
い
る
。
誰
か
に
し
て
あ

げ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
こ
ん
な
の
当
然

だ
よ
」
と
、
本
当
に
思
っ
て
い
る
！ 

当

た
り
前
す
ぎ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が

秋
田
の
人
た
ち
の
あ
た
た
か
さ
の
源
泉

な
の
で
は
、と
思
い
当
た
り
ま
し
た
。「
い

や
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
使
っ
て
き
た
言
葉

だ
か
ら
、
癖
に
な
っ
て
い
る
だ
け
だ
よ
」

と
思
う
方
も
い
る
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、

「
言
葉
が
そ
の
人
間
を
作
る
」
と
言
い
ま

す
。
習
慣
的
に
使
う
言
葉
で
も
、「
な
ん

も
」
と
口
に
出
し
て
言
う
こ
と
で
、
言

葉
通
り
の
意
識
に
な
る
。
無
自
覚
で
も
、

心
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
旅
行
者
の
人

た
ち
が
、「
秋
田
の
人
の
あ
た
た
か
さ
が

素
晴
ら
し
い
」
と
言
う
の
は
、
こ
う
し
た

と
こ
ろ
を
感
じ
取
っ
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
自
然
に
「
な
ん
も
」
と
言
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
。し
か
し
、な
か
な
か
ス
ッ

と
出
て
き
ま
せ
ん
。「
な
ん
も
っ
て
言
う

ぞ
」
と
身
構
え
て
不
自
然
に
な
り
ま
す
。

憧
れ
が
強
す
ぎ
る
よ
う
で
す
。
自
然
に
、

本
心
か
ら
、「
な
ん
も
で
す
」
と
言
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
ち
ょ
っ

と
ず
つ
努
力
し
て
い
る
日
々
で
す
。

繊
細
で
深
い
青
の
、
凍
て
つ
い
た
田
沢
湖
。「
な
ん
も
で

す
」
と
言
え
る
人
間
に
、
私
は
な
り
た
い
。
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保
健

と

の

健
康

掲
示
板

保
健
と
健
康
の
掲
示
板

新山  結
ゆ い と

仁くん

山部  煌
こうへい

平くん

富木  悠
ゆうせい

晴くん

高橋  知
ち な

奈ちゃん

佐藤  陽
は る ま

真くん

吉田  頼
ら い ご

吾くん

水戸谷  泰
た い ち

知くん

國安  泉
い ず み

実ちゃん

佐藤  陽
は る あ

空くん

藤原  楓
ふ う な

菜ちゃん

信田  紬
つ む ぎ

希ちゃん

佐藤  楓
ふ う か

華ちゃん

澤田  才
さ み

雅くん

石川  一
い づ る

千桜ちゃん

藤原  悠
は る と

翔くん

西宮  凜
りん

ちゃん

伊藤  悠
は る き

希くん

嵯峨  ららちゃん

松田  晃
ひ な た

向くん

畠山  柊
しゅうと

斗くん

安藤  颯
そうすけ

亮くん

中田  凪
な の り

紀くん

浅利  歩
あゆむ

くん

髙橋  彩
い ろ は

葉ちゃん

林崎  陽
よ う じ

司くん

鈴木  里
り あ

空ちゃん

荒木  桂
けいすけ

輔くん

岡本  都
と お き

興くん

渡邊  くれはちゃん

加藤  滉
こうだい

大くん

加藤  麻
ま あ や

朱ちゃん

大石  碧
み お

桜ちゃん

鈴木  璃
り の

乃ちゃん

永浦  侑
ゆう

くん

鈴木  晴
は る と

登くん

三浦  陽
はる

ちゃん

松本  莉
り お

音ちゃん

島川  幸
さち

ちゃん

佐々木  志
し お ん

穏くん

田口  愛
え な

徠ちゃん

田口  茉
ま ほ

歩ちゃん

千葉  杏
きょうか

栞ちゃん

小松  空
そ ら

桜ちゃん

佐藤  美
み は な

花ちゃん

阿部  幸
さ ら

來ちゃん

髙橋  美
み づ き

月ちゃん

大久保  美
み こ と

寿ちゃん

千葉  豊
と い

生くん

田村  翔
かける

くん

三重野  ひかりちゃん

髙橋  千
ち さ き

咲ちゃん

梅澤  はんなちゃん

千葉  琥
く う が

優牙くん

佐々木  史
ふ み と

翔くん

今村  安
あ き

岐ちゃん

高橋  心
こ は る

晴ちゃん

田口  莉
り と

都くん

田中  満
み づ き

月ちゃん

３歳６か月児歯科健診（令和３年6月～令和4年2月実施）

　今回の期間でむし歯のない子は66人中58人でした。
　むし歯はむし歯菌（ミュータンス菌）が食べかす（糖分）を
エサにして増えていきます。そして、むし歯菌が酸を出し歯
の表面をとかしていきます。とけた歯は、だ液の作用で修復
されますが、だんだんと追いつかなくなり、むし歯になります。
　大切な歯を守るために、次のことをおすすめします。

子どもたち

問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

健康なからだを作る食生活の基本は

栄養バランスのよい食事栄養バランスのよい食事とと規則正しい食習慣規則正しい食習慣

シリーズ～第2期けんこう仙北21計画　重点分野　栄養・食生活～

バランスのよい食事とは？
　主食となるごはんに、肉や魚、卵などの主菜とい
ろどりのよい野菜を使った副菜そして具だくさんの
汁物をそろえることで栄養バランスのよい食事にな
ります。

一汁三菜を意識してみましょう
　一汁三菜を基本とする日本の食事スタイルが理想
的ですが、難しい場合は1皿の中にそれぞれの働きを
持つ食材を組み合わせていれば大丈夫です。
例えば  カレーライス、親子丼 + サラダ、きりたんぽ

鍋など
　まずは、1食のなかにそれぞれの食材が組み合わさ
れているか気をつけてみましょう！

働き 栄養素 食材

主食 エネルギー源 炭水化物
▶ごはん
▶パン
▶麺類

主菜 筋肉になる たんぱく質
▶肉   ▶魚
▶卵
▶大豆製品

副菜 調子を整える ビタミン
ミネラル

▶野菜
▶海藻類
▶きのこ

▶ 主食、主菜、副菜を組み合わせた食事を 1日2回
以上ほぼ毎日食べている方を増やす

　目標値70％（2018年全国の現状57.7％）

2023年までに目指す指標

問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

む し 歯 のなかった

むし歯予防の     つのポイント

11 「食べたらみがく」習慣を

22

　みがき残しのないツルツルの歯をめざして歯みがきを習慣化
しましょう。特に寝ている間は、だ液の出る量が減り、むし歯
菌の活動が活発になります。寝る前はていねいにみがき、仕上
げみがきも忘れずに行いましょう。

食事・おやつは決められた時間にする
　「だらだら食べ」はむし歯の原因になります。食べる時間や
回数を決め、規則正しい生活を送りましょう。

33 歯医者さんで定期健診をうける
　歯医者さんでは治療だけではなく、予防のための歯科検診や
歯科相談を行っています。専門的なケアでむし歯菌のスキのな
い歯をつくりましょう。

子育てに関する情報は ･･･

妊娠中、出産、産後、育児に
役立つ情報を掲載していま
す。今回紹介したむし歯予防
も詳しく紹介しています。

仙北市
ホームページへ

▶ なないろ通信

▶ 母子手帳アプリ「なないろ」
子育てに関する情報のほか、
子どもの成長記録や思い出を
家族みんなで共有できます。

▶

ダウンロードは
こちらから ▶

33

にしき園だより
問  にしき園　☎47-3211

　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリ　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリ
ハビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設ですハビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設です

【利用者の状況】
1月末 85人

2月入所 11人
2月退所 10人

2月末 86人
平均要介護度 2.71

－　第27号　－

感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいています。感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいています。

4ページに介護員募集の4ページに介護員募集の
記事を掲載していますの記事を掲載していますの
で、 ご覧ください。で、 ご覧ください。

　冬から春への節目となる「節分」に、にし
き園でも利用者さまの無病息災を願って、年
男（96歳・２人）、年女（72歳・１人、84歳・
４人、96歳・１人）の皆さんが鬼に扮した職
員に豆まきをする行事が行われました。その
後、皆で歌をうたったりゲームをするなど楽
しいひとときとなりました。
　「立春」を過ぎ園内に差し込む日差しにも春
を感じる今日この頃です。今後も季節ごとに
楽しい行事やレクリエーションを計画して利
用者の皆さまに喜んでいただけるよう取り組
んでいきたいと思います。

年
男
、
年
女
の
皆
さ
ん
。

鬼
は
外
～
!!
福
は
内
～
!!
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表紙の写真から表紙の写真から　

２
月
15
日
、
桧
木
内
中
里

地
域
の
小
正
月
行
事
「
中
里

の
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ
」
が
塞

之
神
堂
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ
は
、
ホ

オ
ノ
キ
で
作
っ
た
小
型
の
く

わ
（
カ
ン
デ
ッ
コ
）
と
ク
ル

ミ
の
木
で
作
っ
た
男
根
を
し

め
縄
の
両
端
に
結
ん
で
一
対

に
し
た
も
の
を
、
豊
作
や
子

宝
、
家
内
安
全
を
祈
っ
て
ご

神
木
の
カ
ツ
ラ
の
木
に
投
げ

か
け
ま
す
。
う
ま
く
枝
に
か

か
る
と
願
い
が
叶
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
地

域
住
民
の
み
で
行
わ
れ
た
カ

ン
デ
ッ
コ
あ
げ
。

当
日
は
地
域
住

民
約
15
人
が
参

加
。
例
年
で
あ

れ
ば
２
０
０
個

ほ
ど
用
意
さ
れ

る
カ
ン
デ
ッ
コ

も
今
年
は
10
分

の
1
の
約
20
個

で
し
た
。
中
里

の
カ
ン
デ
ッ
コ

中
里
の
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ

願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に

あ
げ
保
存
会
の
門
脇
篤
美
会

長
は
「
い
つ
も
は
観
光
客
も

参
加
し
た
り
、
飲
食
を
提
供

し
た
り
し
て
い
る
が
、
２
年

連
続
で
地
元
住
民
の
み
で
の

開
催
と
な
っ
た
。
早
く
コ
ロ

ナ
が
収
束
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ご
神
木
の
枝
に
引
っ
か
か

る
よ
う
に
高
く
投
げ
る
に
は

コ
ツ
が
必
要
の
よ
う
で
、
何

度
も
挑
戦
し
て
い
た
門
脇
颯

大
さ
ん
（
桧
木
内
小
）
は
「
ま

た
最
近
コ
ロ
ナ
が
流
行
り
始

め
て
き
た
。
早
く
お
さ
ま
る

よ
う
に
と
願
い
を
込
め
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
を
願
っ
て
。

　
２
月
14
日
、
角
館
町
の
小
正
月
行
事

「
角
館
の
火
振
り
か
ま
く
ら
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
主
会
場
で
の
観
光
客
の
火
振

り
体
験
を
中
止
に
。
さ
ら
に
、
例
年
で

あ
れ
ば
30
会
場
以
上
で
の
実
施
も
今
年

は
21
会
場
と
な
り
、
規
模
を
縮
小
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
火
振
り
か
ま
く
ら
は
、
長
さ
１
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
縄
を
つ
け
た
炭
俵
に
、
か

ま
ど
の
火
を
つ
け
て
自
分
の
体
の
周
囲

を
振
り
回
し
な
が
ら
、
無
病
息
災
や
家

内
安
全
を
祈
る
行
事
で
す
。
あ
た
り
が 角

館
の
火
振
り
か
ま
く
ら

火
の
輪
に
願
い
を
こ
め
て

暗
闇
に
包
ま
れ
る
18
時
過
ぎ
。
各
会
場

で
は
地
元
の
方
々
を
中
心
に
、
火
振
り

を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
次
第
に

大
き
く
な
っ
て
い
く
炎
が
輪
を
描
き
、

暗
闇
に
次
々
と
火
の
輪
が
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。

　
中
央
会
場
（
横
町
）
で
火
振
り
を
し

て
い
た
山
本
善
昭
さ
ん
は
「
昨
年
は
角

館
の
お
祭
り
も
中
止
に
な
っ
て
残
念

だ
っ
た
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
、

普
通
の
生
活
が
戻
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

を
込
め
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

武
家
屋
敷
通
り
に
は
角
館
ま
ち
づ
く
り
運
営
体

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
「
疫
病
退
散
」
を
祈

願
し
た
ミ
ニ
か
ま
く
ら
約
２
５
０
個
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

暗
闇
に
浮
か
び
上
が
る
火
の
輪
が
幻
想
的
な
光
景
を
作
り
出

し
ま
す
。

　2 月 10 日、紙風船館前広場で「上桧木
内の紙風船上げ」が行われました。観光行
事としては開催中止となりましたが、伝統
を絶やさないと地元の 7 集落が集まり、12
個の紙風船が各自の思い、願いを乗せて夜
空に上がりました。
　上桧木内紙風船上げ保存委員会の阿部明
雄会長は「昨年桧木内中学校のグラウンド
で行われた紙風船上げとは違い、今回は本
来の姿である夜空に向かって飛ばしたかっ
た。地域の伝統を守りたいという思いが強
く、これからも少数でもいいので上げ続け
たい」と話しました。
　神事で「五穀豊穣」や「無病息災」を祈
願したあと、間隔を開けながら打ち上げら
れた紙風船。打ち上げている最中に内陸線
が通過する場面も見られ、乗客を魅了しま
した。
　この日会場に訪れていた地元の方にお話
を伺うと「新型コロナウイルス感染症の影
響で開催の判断や作成時間が少なく大変
だったと思う。空高く上がる紙風船の姿を

上桧木内の紙風船上げ
願いよ夜空へ届け

伝
統
を
つ
な
ぎ
、
今
年
は
夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

見ることができてうれしかった」とマス
ク越しに笑みを浮かべながら話してくれ
ました。
　なお、当日の様子を配信
したものをアーカイブとして
公開しています。詳しくは仙
北市ホームページ（https://
www.city.semboku.akita.jp/event/
event.php?id=1148）をご覧ください。

ア ー カ イ
ブ は こ ち
らから

　
２
月
27
日
、
角
館
庁
舎
で
田
沢
湖
か

た
り
の
会
に
よ
る
「
昔
語
り
」
と
飯
塚

雅
幸
さ
ん
に
よ
る
「
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
本
立
て
で
行
わ
れ
た
今
回
の
角
館

ミ
ニ
劇
場
。
は
じ
め
に
田
沢
湖
か
た
り

の
会
が
辰
子
姫
伝
説
や
角
の
た
て
た

町
、
山
姥
の
錦
な
ど
計
８
話
の
昔
話
を

朗
読
。方
言
を
交
え
な
が
ら
の
内
容
は
、

ど
こ
か
懐
か
し
く
、
ま
た
温
か
く
感
じ

ら
れ
、
訪
れ
た
方
々
は
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
同
会
の
藤
原
ま
り
会
長
は
「
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
こ
の
２
年
は
人
前
で
朗
読
す

る
場
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
緊
張

感
の
あ
る
中
で
話
す
こ
と
が
大
事
だ
と

改
め
て
思
っ
た
。
会
に
と
っ
て
も
と
て

も
よ
い
機
会
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
続
い
て
飯
塚
雅
幸
さ
ん
に
よ
る「『
心

が
和
む
』
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

和
と
洋
の
調
べ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
新
宿
コ
マ
劇
場
な
ど
で
フ
ル
バ
ン

ド
を
中
心
に
活
動
し
、
ヤ
マ
ハ
管
楽
器

全
国
大
会
の
特
別
賞
な
ど
数
々
の
賞

を
受
賞
す
る
飯
塚
さ
ん
。
ベ
ニ
ー
グ
ッ

ド
マ
ン
の
「
メ
モ
リ
ー
ズ 

オ
ブ 

ユ
ー
」

か
ら
始
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
シ
ャ

ン
ソ
ン
や
演
歌
、
歌
謡
曲
な
ど
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
名
曲
を
演
奏
し
、
華
や
か

で
響
き
の
豊
か
な
音
色
が
会
場
を
包
み

ま
し
た
。

　
ま
た
、
飯
塚
さ
ん
の
奥
様
で
日
本
舞

踊
藤
間
流
師
範
「
藤
友
会
」
会
主
の
藤

間
知
枝
さ
ん
が
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
の
演
奏

に
合
わ
せ
踊
り
を
披
露
、
和
と
洋
の
融

合
が
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
全
13
曲
の
演
奏
を
終
え
る
と
ア
ン

コ
ー
ル
の
声
が
上
が
り
、
飯
塚
さ
ん
は

角館
ミニ劇場

昔
語
り
／

サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

昔
話
と
音
楽
が
聴
衆
を
魅
了

さ
ら
に
１
曲
披
露
。
心
が
和
む
音
色
が

最
後
ま
で
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
演
奏
を
終
え
た
飯
塚
さ
ん
は
「
こ
の

よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
あ

り
が
た
い
。
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
に

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
と
て
も
嬉
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
間

さ
ん
も
「
初
め
て
の
方
に
も
見
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

当
日
は
同
会
の
８
人
が
１
話
ず
つ
朗
読
し
ま
し

た
。

飯
塚
さ
ん
の
力
強
い
演
奏
に
訪
れ
た
方
は
酔
い
し

れ
て
い
ま
し
た
。

飯
塚
さ
ん
（
左
）
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披

露
す
る
藤
間
さ
ん
（
右
）。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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おしらせおしらせ
ナビナビ

　
２
月
７
日
、
仙
北
地
域
振
興
局
に

お
い
て
令
和
３
年
度
「
元
気
な
ふ
る

さ
と
秋
田
づ
く
り
」
顕
彰
事
業
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
仙
北
市
か
ら
は
個
人

で
土
屋
和
久
さ
ん
、
団
体
で
は
特
定

非
営
利
活
動
法
人
角
館
里
山
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
実

績
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
」

顕
彰
事
業
は
、
よ
り
よ
い
地
域
を
つ

く
る
た
め
、
地
域
固
有
の
様
々
な
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
自
立
的
・
主

体
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
を

「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
」
の

実
践
者
と
し
て
表
彰
し
、
こ
の
表
彰

を
通
し
て
地
域
づ
く
り
活
動
の
活
性

化
を
図
り
、
多
く
の
県
民
が
こ
う
し

た
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
普
及
・

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
土
屋
和
久
さ
ん
は
、
平
成
22
年
に

県
外
か
ら
移
住
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
や
地

域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
や
「
仙
北

市
移
住
者
の
会
」
を
立
ち
上
げ
移
住

者
の
支
援
を
し
て
い
る
ほ
か
、
伝
統

野
菜
「
田
沢
な
が
い
も
」
を
栽
培
し
、

収
穫
体
験
会
やYouTube

で
地
域

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
角
館
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

仙
北
地
域
振
興
局
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
」
顕
彰
事
業

土
屋
和
久
さ
ん
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人

角
館
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
受
賞

ク
ト
は
、
地
区
の
里
山
の
再
生
・
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
山
の

管
理
・
保
全
に
と
ど
ま
ら
ず
里
山
を

ツ
ー
ル
と
し
た
都
市
交
流
や
関
係
人

口
の
増
加
を
目
指
し
た
里
山
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く

校
と
と
も
に
地
域
交
流
を
深
め
る
環

境
野
外
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
土
屋
さ
ん
は
「
移
住
し
て
幸
せ
な

暮
ら
し
を
し
て
い
る
こ
と
を
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
」、
角
館
里
山
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
佐
々
木
正
己
理
事

長
は
「
今
年
の
活
動
の
方
向
性
が
よ

か
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
ま
た

一
歩
進
め
る
気
が
し
ま
す
。
里
山
で

の
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

左から角館里山再生プロジェクトの佐々木誠副理事
長、同佐々木正己理事長、仙北地域振興局の高橋雅
昭総務企画部長、土屋和久さん。

　

２
月
20
日
、
秋
田
県
移
住
・
定
住
促

進
課
の
主
催
で
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
起
業
に
よ
る
移
住
支
援
「
ド
チ
ャ
ベ

ン
」（
＝
土
着
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
事
業
の
成

果
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発
表
会

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
東
風

平
蒔
人
さ
ん
が
出
場
し
、「
地
元
の
子
ど

も
達
が
観
光
客
と
『
出
会
う
』
体
験
特

化
型
の
農
家
民
宿
を
作
り
た
い
！
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
を
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
農
家
民
宿
を
事
業
継
承
し
た

う
え
で
、
体
験
型
の
観
光
プ
ラ
ン
を
提

供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
県
外
・
海
外

の
観
光
客
と
の
交
流
を
通
し
て
、
受
け

入
れ
る
側
の
仙
北
市
の
子
ど
も
た
ち
が

視
野
を
広
げ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
逆
風
下

で
観
光
業
に
取
り
組
む
点
や
後
継
者
が

い
な
い
農
家
民
宿
の
事
業
継
承
と
い
う

点
が
評
価
さ
れ
、
出
場
全
８
チ
ー
ム
の

う
ち
２
位
と
な
る
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。受
賞
後
、

東
風
平
さ
ん

は
「
後
継
者

に
悩
む
農
家

民
宿
の
受
け

皿
と
な
れ
る

よ
う
、
複
数

店
舗
展
開
も

視
野
に
入
れ

て
挑
戦
し
た

い
」
と
話
し

ま
し
た
。

東
風
平
さ
ん
の
発
表
の
様
子
。

　主任児童委員は、民生委員・児童委員の中で児童福祉を専門に
担当し、活動します。
　令和 4年 1月 17 日付けで、厚生労働大臣から委嘱状が交付さ
れました。白岩地区を千葉玲子さんが担当します。地域の皆さん
の福祉のため活動されますので、お気軽にご相談ください。

白
岩
地
区
担
当

千
葉
玲
子
さ
ん　
☎
（
54
）
１
６
２
６

新しい主任児童委員を紹介します

ドチャベン 2021
ビジネスプラン発表会 地域おこし協力隊 東風平さん銀賞受賞 !

▼ ▼ ▼ STOP COVID-19新型コロナウイルス関連情報

新型コロナウイルス自宅療養者へ給付金を支給します
　秋田県では、新型コロナウイルス感染症に感染し、自宅療養をされた方に
給付金（1 人あたり 3 万円）を支給します。詳しくは、県ホームページをご
覧になるか、下記までお問い合わせください。

【問合せ】秋田県新型コロナウイルス感染症自宅療養者給付金事業コールセンター
　☎0120-515-153（9:00 ～ 18:00）　※土・日曜日、祝日を含む。

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】3 月 30 日水 13:30 ～
【場所】角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】河村憲史弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全般

のご相談）  ▼サラ金・クレジットなど多重
債務のご相談  ▼中小企業・個人事業に
関するご相談  ▼高齢者・障がい者に関
するご相談  ▼交通事故に関するご相談  

▼子どもに関するご相談
【申込方法】総務課総務係に電話で予約し

てください。
【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あら
かじめ話の内容をまとめてきてください。
相談に必要と思われる資料がありました
らお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

詳しくは
こちらから

秋田新幹線「こまち」開業25周年記念イベント開催
　今では仙台、東京との移動手段として欠かせない存在の秋田新幹線「こまち」ですが、
3 月 22 日でめでたく開業 25 周年を迎えます。それに合わせ、記念イベントや各種企画
が開催されます。主な内容は次のとおりですのでぜひ足をお運びください。

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

角館町平福記念美術館
臨時休館のお知らせ
　角館町平福記念美術館は、施設設備改
修工事に伴い、当面の間臨時休館します。
ご迷惑をおかけしますが、皆さまのご理
解とご協力をよろしくお願いします。

【休館期間】1月26日 水 ～ 4月16日 土 
※4月17日 日 から企画展「秋田の四

季ー春夏秋冬ー」を開催予定です。
【問合せ】角館町平福記念美術館
　☎54-3888

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

令和4年第3回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。家に残っている薬の整理（持
参した場合）や家庭用医薬品などお気軽
にご相談ください。

【日時】3月22日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

路線名 改正内容
角館大曲線 角館営業所発6:50、大曲バスターミナル発8:15の1往復を土日祝日運休とする。

角館六郷線 全便土日祝日運休とする。

角館
田沢湖線

▼角館営業所発9:45・12:15・15:00、田沢湖駅前発11:00・13:30・16:05
の3往復を土日祝日運休とする。 ▼角館営業所発13:25を13:15に変更す
る。  ▼田沢湖駅前発17:30を17:15に変更する。

鎧畑線 全便土日祝日運休とする。

乳頭線 田沢湖駅前発18:20アルパこまくさ行きの往路１便を削減する。

田沢湖一周線 田沢湖駅前発6:55、17:55の2便を土日祝日運休とする。（※17:55は通年）

八幡平線
玉川温泉から八幡平頂上を休止とし、4 月 16 日 土 ～ 11 月 30 日 水 までは
全便玉川温泉を起終点とする。（4 月 16 日～ 10 月 16 日は 6 往復、10 月
17 日～ 11 月 30 日は５往復）

【問合せ】羽後交通㈱ ▼角館営業所  ☎54-2202  ▼田沢湖営業所  ☎43-1511

内容 日時 場所
①過去の新幹線こまちポ

スター展示
3 月 19 日土 ～ 4 月 10 日日  
9:00 ～ 17:30（休みなし）

仙北市観光情報センター
「角館駅前蔵」

②角館高校飾山囃子部に
よる郷土芸能披露

3 月 19 日土 （上り 10:54・11:56、
下り 10:39・11:41・12:18） 角館駅

③祝こまち25周年 New 
Days（ニューデイズ）
駅弁まつり

3 月 19 日土
10 時以降準備ができ次第販売

角館駅「NewDays 角館
駅」※普段販売していな
い駅弁を販売予定です。

④角館こども園･だしのこ
園の園児による「新幹線
こまち」塗り絵展示

4 月 9 日土 ～ 5 月 8 日日 

《角館こども園》休憩所
スタシオン（秋田内陸縦
貫鉄道角館駅隣）･《だ
しのこ園》田沢湖駅 2 階

⑤ステーションピアノに
よる演奏会 3 月 19 日土 10:00 ～ 12:00 田沢湖駅

1 階交流ホール
⑥日本郷土芸能協会によ

る郷土芸能披露
3月19日土 （上り9:09・10:14・11:08・
12:12、下り9:21・10:25・11:59） 田沢湖駅

そのほか、3月19日午前中、田沢湖駅・角館駅では、新幹線こまち到着時に横断幕や手旗
でお出迎えします。どなたでも参加できますのでお気軽に両駅へお越しください。
※ 今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、開催内容を変更ま

たは中止する場合があります。　※列車時刻は変更となる場合があります。
【問合せ】 ▼仙北市観光情報センター 角館駅前蔵  ☎54-2700
　 ▼仙北市田沢湖観光情報センター フォレイク  ☎43-2111

令和４年度 羽後交通乗合バス
ダイヤ改正のお知らせ

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
　4 月 1 日より羽後交通㈱が運行する乗合バス
について、下記のとおりのダイヤが改正されます。
詳しくは市内各営業所にお問い合せください。

相
談
相
談

募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

コ
ロ
ナ
関
連

コ
ロ
ナ
関
連

公式ホーム
ページは

こちらから

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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3/
１６ 水

●えくぼの会（健康管理センター 10:00 ～ 14:00） 3/1･P17

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00）
3/1･P18

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 3/1･P19

●生保内・神代小学校卒業式

１７ 木

●【延期】学校適正配置に関する意見交換会（白岩地区）（白岩小学校体育館 18:30 ～）
P8

●こころの相談（角館庁舎 相談室 10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50、13:30 ～ 14:20、14:30
～ 15:20） 3/1･P17

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 3/1･P19

１８ 金 ●あつまれ ! ０歳児 ! !（さくラッコ 10:30 ～ 11:30、13:30 ～ 14:30） 3/1･P15

●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30 頃） 3/1･P17

１９ 土
●秋田新幹線「こまち」開業 25 周年記念イベント（詳しい時間、場所は広報 21 ページをご
覧ください） P21

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 3/1･P13

●だしのこ園・角館こども園・白岩小百合保育園・ひのきないこども園卒園式

２０ 日

２１ 月

２２ 火
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 15:00 ～ 16:30） P21

●かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 3/1･P17

●冬のパッチワーク教室（西木総合開発センター 10:00 ～ 15:00） 2/1･P18

２３ 水 ●にこにここども園卒園式

２４ 木 ●こころの相談（角館庁舎 相談室 10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50、13:30 ～ 14:20、14:30
～ 15:20） 3/1･P17

２５ 金 ●わくわく広場（さくラッコ 10:00 ～ 11:00、11:30 ～ 12:30、13:30 ～ 14:30） 3/1･P15

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 3/1･P19

２６ 土 ●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 3/1･P13

２７ 日 ●令和 3 年度仙北市民会館ロビーコンサート 大木彩乃ライブ 雪がとけたら（仙北市民会
館ロビー 14:00 開演） 3/1･P18

２８ 月

２９ 火

３０ 水 ●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P21

３１ 木 ●夜間納税・納付窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P8
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4-8

9
10-11
12-13

14
15

16-17

18-20
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仙北市新型コロナウイルスワクチン
接種推進本部からお知らせ
新型コロナウイルス感染症に関す
る相談窓口／市役所からのお知ら
せ／仙北市男女共同参画情報
仙北市教育委員会だより きたうら
仙北市議会議員一般選挙
令和 3 年度仙北市読書感想文コ
ンクール
仙北市地域おこし協力隊コラム
みんのつぶやき～もっと台湾が好き
になる～
保健と健康の掲示板／にしき園だよ
り
旬な情報チャンネル
お知らせナビ
仙北市カレンダー

仙北市カレンダー仙北市カレンダー ３/16 水  ～31 木
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FK　休日に見ていた動画で
心に残る言葉が。「プロは無
理とは言わない、難しいと言
う」とのこと。たしかに「無理」

だとできないと決めつけているように、
「難しい」だとできる可能性が見える気
がします。もうすぐ 4 月。「ムリムリム
リっ！」と言ってしまいがちですが、「難
しいけどやってみよう！」と言葉を言い
換えてポジティブにいきたいものです。

RI　以前から気になっていた
ホットサンドメーカーを購入。
付録にホットサンドの作り方
が記載されていて、弱火で片

面 1分ずつ焼くとシンプルだったので
早速実践。1分 ･･･まだ焼けていない様
子。もう1分 ･･･白いまま。さらに 1分
･･･ 焦げた！？と葛藤。少しコツがいる
のかと考察しながらホットサンド作りへ
の挑戦が続きそうです。

SG　皆さん、スケジュール
管理は手帳ですか？スマホで
すか？自分はというと手帳で
公私の予定を管理。月の予定

が一目でわかるカレンダータイプです。
加えて、仕事や学校は年度が節目という
こともあり、4 月始まりの手帳。今年度
も終盤に入り、書き込むページも最後に
なりました。新年度の手帳を眺めながら
1年の流れの早さを感じています。

「
広
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関
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問
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は

No.342No.342
--1616 33

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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